教育臨床心理　5/22 道徳性

1、 道徳性とは
定義：正邪善悪の規範に対する個人的な関わり方

提唱者コールバーグ・・・アメリカの発達心理学者、病気による苦痛から入水自殺

　　　　　　　　　　     ピアジェの認知発達理論を発展

（ピアジェの述べる自己中心性――自分の価値観を押し付ける）

道徳性の側面

1 認知：社会的規範や状況の理解　　　例　善悪の判断

2 感情：行動の可否に伴う感情　　例　罪悪感を感じる

3 行動：規範に合致した行動　　例　マナーを守る

道徳性の発達

役割取得――他者の立場から感情や行動を推量する能力

　　　　・ピアジェの（自己中心性→脱中心化）に類似
　　　　・道徳的判断：役割（＝視点）取得能力を前提に発達

2、 正義の道徳

道徳性の発達段階①　提唱者ピアジェ
1 前道徳的段階：道徳性なし（0～5歳）

　　　　　　・規則をほとんど理解できない

2 道徳的リアリズム：他律的道徳（５～10歳）
　　・規則や大人の権威に服従　　善悪は結果に左右――結果重視に陥る

3 道徳的相対主義：自律的道徳（10歳～）

　　・善悪の判断には個人差があることを理解

道徳性の発達段階②　提唱者コールバーグ
正義推論――行為の公正さ「justice」を判断する思考
　　　　　　・推論（＝正義をなす理由）から３レベル「６段階」

正義推論の発達段階

前慣習的⇒慣習的⇒脱慣習的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	LV
	段階
	正義の志向
	正義をなす理由

	前慣習的（前半）
	１
	罪と服従
	罰を避けるため（＝服従する）

	後半
	２
	道具主義的な相対主義
	自分自身の欲求を満たすため

	慣習的（前半）
	３
	良い子
	他者からの非難を避けるため

	後半
	４
	法と秩序の維持
	義務を怠ることを避けるため

	脱慣習的（前半）
	５
	社会契約的な法律
	最大多数の最大幸福のため

	後半
	６
	普遍的な倫理
	自分の良心と人間の尊厳のため


3、 配慮の道徳

道徳性の発達段階③　提唱者：ギリガン（コールバーグの弟子）
　　　　　　　　　　　　　・男性中心の発想バイアスを批判

　　　　　　　　　　　　　・正義とは別の第二の道徳性の存在を提唱

再び、ハインツのジレンマ

1 男子A：命はお金より尊いから盗みを肯定→成熟

2 女子A：捕まったら妻が困るから戸惑う→未成熟？
人間関係への配慮「care」という点では成熟している　

配慮と責任の発達段階
	LV
	配慮の志向
	配慮をなす理由

	１
	個人的生存（利己主義）
	自分が生きていくため（だけに）

	移行期１
	利己主義→責任性
	欲求（＝自分VS他者）の葛藤

→「責任」への関心が強まる

	２
	自己犠牲（善良さ）
	自己犠牲で葛藤を解決するため
→他者へ過剰に「共感」例　同調

	移行期２
	善良さ→真実
	自分と他者の両方を思いやるため
→判断の責任を自分でも引き受ける

	３
	非暴力主義
	だれも傷つけないようにするため
→平等に配慮する必要性を認識


まとめ

再び、道徳性の定義――役割取得を前提

・道徳的ジレンマを正義と配慮に基づき解決する能力

正義の道徳――正義推論・脱慣習的
・他律的道徳から自律的道徳：３段階（ピアジェ）

・慣習からの脱却：３レベル―６段階（コールバーグ）

配慮の道徳――共感
・利己主義から非暴力：３レベル―５段階（ギリガン）

個体発生する正義と配慮の性差が社会を支える倫理となる
1

